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クリーンな電力を捨てる時代に突入

九州エリアでは、すでに太陽光の出力制限を開始。

九州ではすでに、使うべきクリーンな電力を捨ててしまっています。
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なぜ出力制限が必要？

太陽光の出力制限は、調整力不足が引き起こした課題です‼

出力制限は余っている分を捨てているのではなく、
調整力を確保する為に捨てています。
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電力を安定供給するための２大原則

①必要な電力を供給できる能力が
ある。

②供給量と消費量をリアルタイムで一致させる調整力
がある。

隠れた課題：本ターゲット

実は、再エネ主力社会において②を実現するためには、ゲームチェンジが必要
なぜなら最も技術的に難しい1次調整力は火力発電等が主力を担っている。

1次調整力 2次調整力 3次調整力
応動時間 10秒以内 5分以内 15分以内、45分以内

継続時間 5分以上 30分以上 商品ブロック（3時間）

市場規模 211億円以上
（1.8GW～）

457億円以上
(3.9GW～)

961億円
(8.2GW～)

技術的ハードル高 低

調整時間短 長
必要な調整力

・火力発電が1次調整力の主力を担っている。
・再エネ主力社会＝火力発電抑制
⇒じゃあ誰が・・・・
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需給調整市場の導入計画
市場の本格立ち上がり
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SDGｓ視点での提案

• すでに社会に実装されている機器群で調整
力不足を解決できないか？

• 労働生産性向上と再エネ主力化が両立でき
ないか？
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発明のコンセプト

①インバータは緻密に消費電力
を制御できる。

②温度は駆動電力変動に対し
て変化が緩やか

インバータにより、圧縮機の稼働状況を緻密に制御

引用[1]：自律分散形負荷制御方式の開発と実験的検証、山下光司他、
電力中央研究所、平成24年電気学会全国大会

温度変化

空調設備の
駆動電力

5％程度の消費電力の外部制御は、
空調機能に大きな影響を与えないとい
う先行研究結果も有[1]。

引用：ダイキンホームページ
https://www.daikin.co.jp/air/technology/our-
technology/inverter?ID=air_technology_our-
technology_inverter_mechanism
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発明のポイント①

• インバータ空調の稼働に影響を与えない範囲で、駆動電力
を調整力として拠出。

• 下げDRだけでなく、上げDRにも対応する。
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発明のポイント②

複数台を束ねて制御することで調整力としての必要量を確保

複数の機器を
束ねて制御

系統の需給ギャッ
プを吸収するため
の制御指示

※ただし、機器の
駆動に影響のない

範囲。
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周辺動向

本発明がターゲットとする空調等消費デバイスは検討項目に上
がっているが、活用が難しいと考えられている。
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競合技術
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４つの“だけ”で調整力不足を解決

①市場のプラットフォーム
にのせる”だけ”

②室外機内の基板を
入れ替える”だけ”

③いつも通り空調機器を
使う”だけ”

④ 稼働電力の数％程度
を使う”だけ”

2024年に1次調整力をやり取りする
市場が立ち上がる予定です。
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アーリ―アダプターはデータセンタ？

データセンタがDXだけでなく低炭素化社会の担い手に

・24時間365日インバータ空調設備が稼働
・空調設備の消費電力大
・定量的な温度制御が可能

データセンタの空調設備の1次調整力としてのポテンシャル
2019年の消費電力ベースで3.9×104kW（39ＭW）
4.6億円のポテンシャル
2030年には900億kwhと６倍化し、27・6億円のポテンシャル[2]
[2] https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUA274ZH0X20C22A1000000/?unlock=1
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需給調整市場の導入計画
市場の本格立ち上がり
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ビジネスモデル案（国内）
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【ビジネス展開構想】 ：全データセンタの空調設備の標準機能化を目指す
データセンター向け空調事業で世界シェア2位のドイツ企業であるSTULZを始め、海外の
データセンタに空調設備を導入するメーカらに調整力化のための標準特許をライセンス。
日本が強いインバータ空調の海外シェア増加貢献も期待できる。

各社で、室外機内のインバータ制御基板に、本発明の機能を標準仕様として組み込む。
需給調整市場がすでに立ち上がっている、ドイツを最有力候補に、2024年に、調整力機
能付き空調設備として上市を目指す。

想定するビジネスモデル 実用化に向けた活動

～2022.11 連携企業と開発協定提携。

～2023.4 インバータ空調メーカ、データセンタ
等で組織されるコンソーシアム設立

起業

2023.6～ NEDO先導研究（申請準備中）

海外展開のモデル
①国内空調メーカとタッグを組み海外データセンタへ実装
②データセンター向け空調事業で世界シェア2位のドイツ企
業であるSTUL等へのライセンスによる技術実装

欧米の1次、2次需給調整市場

大学発ベンチャー 欧米の事業パートナ

通信制御システム
の運営委託

欧米のデータセンタ

国内空調メーカ 海外空調メーカ

標準特許のライセンス

※各メーカがインバータに機能を実装

調整力

調整力報酬

ビジネスモデル案（世界展開）



再生可能エネルギーの主力化と
社会通念の変革を同時に実現するERSaver

16再エネ電力のフル活用で真の低炭素化社会実現 省エネルギー要請で損なわれる快適性・生産性を
取り戻し、真のSDGｓを
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